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№
４
５
９
（
一
九
九
一
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
４
９
２
（
一
九
九
一
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
４
５
９
（
一
九
九
一
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇

組
合
民
主
主
義
と
日
本
の
将
来
灰
原
茂
雄

総
括
運
動
の
徹
底
㊤

新
し
い
年
、
情
勢
の
特
徴
と
任
務
岩
井
章

◇
若
き
同
志
へ
◇

た
た
か
い
と
学
習
こ
そ
が
前
途
を
開
く
坂
牛
哲
郎

日
本
の
労
働
者
の
世
界
に
お
け
る
地
位
原
野
人

国
労
組
合
員
へ
の
手
紙
山
下
俊
幸

◇
兵
庫
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

国
鉄
闘
争
支
援
の
総
決
起
集
会
開
く

資
料
決
起
集
会
「
基
調
報
告

（
要
旨
）

」

労
働
側
の
準
備
段
階
の
特
徴

―
九
一
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴
と
課
題
㊥
―

編
集
部
だ
よ
り

№
４
６
０
（
一
九
九
一
年
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

組
合
民
主
主
義
と
日
本
の
将
来
灰
原
茂
雄

総
括
運
動
の
徹
底
㊦

社
会
主
義
は
「
片
づ
い
か
」
か
近
江
谷
左
馬
之
介

―
「
ド
イ
ツ
統
一
」
に
ふ
れ
て
み
て
―

闘
う
組
合
の
共
闘
の
重
要
性
松
永
裕
方

―
連
合
一
年
が
教
え
た
運
動
強
化
の
方
向
―

資
料
連
合
の
政
治
委
員
会
・
中
間
報
告
（
要
約
）

平
和
、
民
主
主
義
、
人
権
を
三
つ
の
柱
に

三
木
信
之
介

新
幹
線
に
大
合
理
化
提
案

―
労
働
強
化
は
安
全
に
直
結
―

書
評
「
闘
い
学
ぶ
仲
間
た
ち
と
」

（
灰
原
茂
雄
著
）
を
読
ん
で

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
４
６
１
（
一
九
九
一
年
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
大
会
の
課
題

中
東
で
の
戦
火
は
日
本
を
直
撃
―
今
こ
そ
憲
法
を
厳
守
す
る
と
き
―

問
題
提
起

地
区
労
再
編
と
地
域
共
闘
の
再
構
築

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
は
大
人
の
権
利
意
識
に
直
結
―
五
千
万
暑
名
は
国
労
に
学
ん
で
―

小
数
派
分
裂
粗
合
の
激
励

「
国
労
の
み
な
さ
ん
が
ん
ば
れ
！
」
浜
崎
忠
晃

運
転
し
な
が
ら
〃
用
〃
を
足
せ

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
４
６
２
（
一
九
九
一
年
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
第
五
次
中
東
戦
争
と
わ
れ
わ
れ
の
課
題

自
民
党
の
支
持
基
盤
は
動
揺
か
ら
崩
壊
ヘ
―
統
一
地
方
選
を
勝
ち
ぬ
く
た
め
に
―

内
外
情
勢
に
危
機
感
―
日
経
連
「
労
問
研
報
告
」
か
ら
①
―

は
げ
し
く
す
す
む
人
減
ら
し
合
理
化
―
民
営
化
か
ら
五
年
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
職
場
は
今
―

全
労
協
が
中
東
戦
争
反
対
で
緊
急
集
会

資
料
１

全
労
協
「
一
・
二
五
集
会
」
決
議

資
料
２

湾
岸
で
の
武
力
衝
突
に
伴
う

支
援
策
に
つ
い
て
（
連
合
、
一
月
二
四
日
）

社
会
主
義
協
会
「
一
月
一
五
日
の
会
」
ア
ピ
ー
ル

書
評
「
自
治
体
革
新
へ
の
展
望
」
を
読
む

九
一
年
度
予
算
の
問
題
点

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
４
６
３
（
一
九
九
一
年
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
前
進
の
芽
大
き
く
し
た
社
会
党
大
会

資
料
１

規
約
改
正
案
の
修
正
案
書

資
料
２

運
動
方
針
案
に
対
す
る
意
見
書
（
五
単
産
）

資
料
３

党
規
約
改
正
に
対
す
る
意
見
書
（
石
井
智
氏
他
二
七
代
議
士
）

資
料
４
中
東
・
湾
岸
戦
争
の
…
特
別
決
議
社
会
党
大
会
）

国
鉄
闘
争
の
展
望
―
新
た
な
情
勢
と
国
鉄
闘
争
の
新
段
階
―

◇
投
稿
◇
要
員
が
た
り
な
い
、
時
短
は
夢
の
ま
た
夢

大
衆
運
動
の
構
築
は
「
下
」
か
ら
「
上
」
ヘ

資
料
５
湾
岸
戦
争
に
対
す
る
「
連
合
」
の
対
応

資
料
６
湾
岸
戦
争
に
対
す
る
総
評
セ
ン
タ
ー
の
態
度

「
新
た
な
時
代
の
あ
り
方
」
う
ち
出
す
―
日
経
連

「
労
働
問
題
研
究
委
員
会
報
告
」
か
ら
②
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
６
４
（
一
九
九
一
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
第
五
次
中
東
戦
争
と
「
連
合
」

人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
確
立
す
る
た
め
に
―
全
労
協
の
権
利
宣
言
に
寄
せ
て
―

資
料
労
働
者
の
権
利
宣
言
（
第
一
次
試
案
）

◇
全
逓
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

反
合
研
全
国
交
流
会
を
開
催

鹿
児
島
の
み
な
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

―
稚
内
闘
争
団
が
鹿
児
島
地
方
闘
争
団
と
交
流
―

社
会
党
全
国
大
会
と
兵
庫
問
題

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
６
５
（
一
九
九
一
年
三
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
は
都
知
事
候
補
擁
立
を

第
五
次
中
東
戦
争
、
終
結
―
戦
争
の
背
景
と
こ
れ
か
ら
の
世
界
―

現
在
は
歴
史
の
激
動
期
、
歴
史
を
つ
く
る
気
概
を
―
現
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て
①
―

湾
岸
戦
争
―
私
の
行
動
提
起
―
自
主
的
な
行
動
が
歴
史
を
ひ
ら
く
―

統
一
地
方
選
を
か
く
た
た
か
う

「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る
な
！
」
を

訴
え
拡
げ
る

資
料
湾
岸
戦
争
即
時
停
戦
を
求
め
る
緊
急
談
話
（
大
場
昭
寿
日
教
組
委
員
長
）

九
一
春
闘
・
労
働
側
の
と
り
く
み
状
況

№
４
６
６
（
一
九
九
一
年
三
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
血
な
ま
ぐ
さ
い
石
油

「
冷
戦
構
造
」
終
焉
後
の
世
界
情
勢

―
現
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て
②

◇
三
池
Ｃ
Ｏ
闘
争
原
告
団
か
ら
の
報
告
◇

原
告
団
運
動
、
勝
利
の
た
め
に

民
営
化
を
前
に
し
た
営
団
地
下
鉄
の
職
場
情
勢

解
雇
撤
回
Ｊ
Ｒ
復
帰
三
・
二
○
中
央
集
会
に

参
加
し
よ
う

◇
国
労
闘
争
団
の
仲
間
か
ら
の
た
よ
り
と
報
告
◇

闘
争
継
続
の
力

国
労
支
援
の
輪
の
広
が
り
を
実
感

―
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
名
寄
闘
争
団
か
ら
の
報
告

「
連
合
」
は
組
織
拡
大
で
き
る
か

―
労
働
省
、
労
働
組
合
調
査
か
ら
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
６
７
（
一
九
九
一
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

闘
争
団
の
「
心
」
を
我
が
子
に
伝
え
た
い

統
一
自
治
体
選
挙
勝
利
、

自
公
民
体
制
粉
砕
の
た
め
に

湾
岸
戦
争
―
米
ソ
の
対
応
と
日
本

崩
れ
だ
し
た
Ｊ
Ｒ
総
連

資
料
１
Ｊ
Ｒ
西
へ
の
「
申
し
入
れ

（
Ｊ
Ｒ
総
連
）

」

資
料
２
Ｊ
Ｒ
を
混
乱
さ
せ
る
鉄
産
総
連
の
策
謀
（
Ｊ
Ｒ
総
連
）

中
東
湾
岸
戦
争
と
労
働
組
合

№
４
６
８
（
一
九
九
一
年
四
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

岩
井
章
氏
が
「
新
平
和
四
原
則
」
を
提
起

◇
資
料
と
解
説
◇

ソ
連
は
ど
こ
へ
い
く
？

決
定
的
な
段
階
に
入
っ
た
政
治
闘
争
の
激
化

―
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
の
演
説
か
ら
―

政
治
の
舞
台
に
再
浮
上
す
る
ソ
連
共
産
党

全
逓
運
動
の
現
状
と
課
題

原
発
事
故
の
原
因
を
「
作
業
者
の
ミ
ス
」
に
転
嫁
は
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

資
料
日
本
社
会
党
美
浜
事
故
調
査
団
「
中
間
報
告
」

◇
投
稿
◇
全
逓
よ
、
郵
政
省
の
ペ
テ
ン
に
怒
ろ
う

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
４
６
９
（
一
九
九
一
年
四
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
九
一
春
闘
前
半
戦
を
総
括
す
る

◇
灰
原
茂
雄
氏
が
語
る
◇

国
鉄
闘
争
に
お
け
る
我
々
の
大
義

―
階
級
闘
争
と
し
て
の
民
主
主
義
闘
争
を
―

資
料

東
京
都
知
事
選
に
つ
い
て
の
考
え
方
（
全
電
通
）

ソ
連
が
直
面
す
る
三
つ
の
問
題

小
売
価
格
改
訂
を
め
ぐ
っ
て

連
邦
条
約
―
協
調
へ
の
歩
み

全
ソ
国
民
投
票
の
一
数
字
の
裏

ソ
連
共
産
党
は
危
機
を
克
服
で
き
る
か

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
７
０

（
一
九
九
一
年
五
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
メ
ー
デ
ー
と
現
在
の
労
働
運
動

〃
力
〃
を
背
景
に
春
闘
再
構
築
を
―
九
一
「
春
闘
」
の
結
果
か
ら
―

資
料
鉄
鋼
大
手
五
社
回
答
内
容

社
会
党
の
教
訓
と
課
題
―
統
一
地
方
選
前
半
戦
の
結
果
か
ら
―

資
料
１

後
半
戦
に
向
け
て
全
党
へ
訴
え
ま
す
（
土
井
た
か
子
）

資
料
２

社
会
党
・
道
府
県
議
会
議
員
選
挙
結
果
一
覧

資
料
３

社
会
党
・
政
令
市
議
選
挙
結
果
一
覧

資
料
４

第
一
二
回
統
一
地
方
選
前
半
戦
を
終
え
て
（
連
合
）

資
料
５
「
連
合
」
推
せ
ん
候
補
選
挙
結
果

自
民
党
支
持
基
盤
の
動
揺
は
必
至

な
ぜ
掃
海
艇
派
遣
か
？

◇
資
料
と
解
説
◇
ソ
連
で
拡
大
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
波

領
士
問
題
の
段
階
的
譲
歩
？

民
族
紛
争
で
揺
ら
ぐ
ソ
連
の
屋
台
骨

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

連
合
が
「
安
保
、
自
衛
隊
、
原
発
問
題
」
討
議
ヘ

№
４
７
１
（
一
九
九
一
年
五
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
戦
後
の
転
換
点
、
そ
し
て
国
労
闘
争

保
革
相
乗
り
の
結
末
―
札
幌
市
長
選
を
ふ
り
返
っ
て
―

追
い
風
・
向
か
い
風
？
統
一
地
方
選

総
評
書
地
区
労
解
散
に
抗
し
て

―
統
一
地
方
選
の
教
訓
と
課
題
―

資
料
１

地
方
選
結
果
に
対
す
る
意
見

資
料
２

掃
海
艇
派
遣
に
反
対
し
、
自
衛
隊
に
よ
ら
な
い
協
力
を
求
め
る
申
し
入
れ
書

◇
全
逓
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

職
場
復
帰
と
い
う
政
治
結
着
か
ら
一
転
全
員
不
合
格

解
決
の
日
を
こ
の
手
に
つ
か
む
―
一
年
越
し
た
国
労
闘
争
団
―

重
大
局
面
迎
え
た
国
労
闘
争

―
職
場
か
ら
民
主
主
義
の
実
践
を
―

資
料
３
東
日
本
出
向
差
別
事
件

中
間
的
整
理
と
今
後
の
闘
い
（
国
労
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
７
２
（
一
九
九
一
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
衆
に
依
拠
し
た
社
会
党
の
再
生
を

社
会
党
の
基
本
政
策
転
換
を
許
さ
な
い
―
社
会
党
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
―

社
会
党
の
ど
こ
を
か
え
る
べ
き
か

国
労
組
合
員
は
素
晴
ら
し
い
―
北
海
道
の
国
労
闘
争
団
を
訪
ね
て
―

資
料
１

中
労
委
会
長
へ
の
「
申
し
入
れ

（
名
寄
闘
争
団
・
家
族
会
）

」

メ
ー
デ
ー
で
感
じ
た
こ
と

◇
資
料
と
解
説
◇
全
逓
が
「
四
書
二
八
処
分
」
問
題
で
臨
中

資
料
２

全
逓
臨
時
中
央
委
議
案

国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
五
年
目
を
検
証
す
る

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ご
参
加
を

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
７
３
（
一
九
九
一
年
六
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
労
、
そ
し
て
社
会
党
の
仲
間
た
ち
へ
岩
井
章

資
料
１
全
組
合
員
で
討
議
を
深
め
よ
う
（
国
労
中
央
支
部
）

資
料
２
出
向
事
件
の
中
間
総
括
と
こ
れ
か
ら
の
運
動
（
国
労
東
日
本
・
要
旨
）

資
料
３
出
向
に
関
す
る
確
認
事
項
（
案
・
国
労
東
日
本
）

社
会
党
「
改
革
」
論
の
背
景
①
―
被
告
が
原
告
席
に
立
つ
不
思
議
―

資
料
４
実
現
で
き
る
党
改
革
の
提
言
（
党
建
協
）

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
行
動
を

護
憲
の
党
を
守
ろ
う
！

組
合
民
主
主
義
は
ど
こ
に
―
非
公
開
、
警
察
要
請
の
全
逓
臨
時
中
央
委
―

原
告
の
意
志
を
尊
重
せ
よ

№
４
７
４
（
一
九
九
一
年
六
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
「
改
革
」
論
の
ゆ
く
え

◇
資
料
と
解
説
◇
党
建
協
が
党
改
革
で
批
判
と
提
言

資
料
１

党
改
革
論
議
の
批
判
と
提
言
（
党
建
協
）

社
会
党
基
本
政
策
「
見
直
し
」
に
狂
奔
す
る
連
合
―
社
会
党
「
改
革
」
論
の
背
景
―

資
料
２

党
改
革
委
員
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

資
料
３

討
議
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
（
第
二
回
改
革
委
員
会
）

資
料
４

党
改
革
へ
の
提
言
（
要
旨
、
政
構
研
）

資
料
５

社
会
党
に
対
す
る
私
達
の
期
待
（
総
評
セ
ン
タ
ー
）

◇
富
山
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

「
国
鉄
闘
争
に
連
帯
す
る
県
民
集
会
」
に
千
四
十
九
名

信
楽
高
原
鉄
道
殺
人
事
件

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

社
会
党
を
守
る
！
七
・
二
集
会
に
参
加
し
よ
う
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№
４
７
５
（
一
九
九
一
年
七
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
党
の
基
本
政
策
を
守
れ

政
・
財
・
官
・
労
・
マ
ス
コ
ミ
批
判
に
屈
す
る
な

資
料
１

党
の
主
体
性
強
化
が
第
一
（
高
沢
寅
男
）

資
料
２

理
念
欠
く
自
衛
隊
合
憲
論
（
国
弘
正
雄
）

資
料
３

日
本
社
会
党
高
知
県
本
部
大
会
「
決
議
」

資
料
４
「
憲
法
を
大
切
に
す
る
会

（
仮
称
）
設
立
よ
び
か
け

」

全
電
通
は
自
衛
隊
合
憲
論
に
転
換
―
社
会
党
「
改
革
」
論
の
背
景
③
―

資
料
５
「
党
改
革
」
に
関
す
る
意
見
書
（
自
治
労
富
山
県
本
部
党
員
協
）

社
会
主
義
協
会
が
創
立
四
○
周
年

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
７
６
（
一
九
九
一
年
七
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
「
改
革

、
雲
仙
、
小
選
挙
区
制
導
入

」

今
、
平
和
憲
法
と
国
際
貢
献
を
問
う

自
衛
隊
海
外
派
兵
へ
の
足
跡

「
薩
長
連
合
」
の
す
す
め
―
社
会
党
解
体
を
阻
止
す
る
た
め
に
―

党
臨
時
大
会
を
国
労
修
善
寺
大
会
に

統
一
地
方
選
総
括
で
論
議

資
料
社
会
党
改
革
委
員
会
「
中
間
報
告

（
要
旨
）

」

職
場
討
議
を
組
織
し
、
職
場
抵
抗
闘
争
の
組
織
化
を

―
国
労
東
日
本
「
出
向
差
別
事
件
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―

連
合
内
に
〃
解
党
〃
策
す
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
―
社
会
党
「
改
革
」
論
の
背
景
④
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
７
７
（
一
九
九
一
年
七
月
二
一
日
）

特
集
社
会
党
「
改
革

、
委
員
長
公
選
に
寄
せ
て

」

◇
巻
頭
言
◇
護
憲
の
党
に
ふ
さ
わ
し
い
委
員
長
を

資
料
①

護
憲
の
党
を
貫
く
た
め
に

上
田
哲

資
料
②

公
選
に
あ
た
っ
て
の
提
言

上
田
哲

資
料
③

上
田
哲
さ
ん
を
委
員
長
に
推
す
会
（
代
表
田
畑
忍
）

護
憲
の
党
の
た
め
上
田
哲
君
を
委
員
長
に
推
す

資
料
④

労
研
セ
ン
タ
ー
が
党
「
改
革
」
で
意
見
と
要
請

改
革
委
報
告
の
結
論
は
了
承
で
き
ず

資
料
⑤

社
会
主
義
協
会
四
〇
周
年
ア
ピ
ー
ル

平
和
と
民
主
主
義
の
憲
法
を
守
り
ぬ
く

資
料
⑥

社
会
党
群
馬
県
本
部
三
役
と
市
民
団
体
の
対
話
集
会

資
料
⑦

い
ま
こ
そ
〃
護
憲
政
党
〃
の
誇
り
と

運
動
の
強
化
を
（
岡
崎
ひ
ろ
み
）

勝
つ
ま
で
闘
う
準
備
に
全
力

―
一
年
を
総
括
し
、
二
年
目
の
闘
い
ヘ
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
７
８
（
一
九
九
一
年
八
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
民
政
党
と
階
級
政
党

党
改
革
は
ど
こ
が
問
題
か
―
臨
時
党
大
会
へ
向
け
全
力
を
―

社
会
党

の
危
機
は
民
主
主
義
の
危
機

資
料
１

社
会
党
富
山
県
本
部
富
山
総
支
部
意
見
書
（
一
九
九
一
・
七
・
八
）
◇

下
か
ら
運
動
を
支
え
る
た
め
の
十
四
の
教
訓

や
り
が
い
あ
る
階
級
情
勢
―
全
電
通
の
職
場
状
況
か
ら
の
提
起
①
―

資
料
２

主
要
労
組
の
大
会
日
程

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
４
７
９
（
一
九
九
一
年
八
一
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
職
場
か
ら
民
主
主
義
の
質
を
高
め
よ
う

上
田
氏
善
戦
を
社
会
党
大
会
ヘ
―
マ
ス
コ
ミ
論
調
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
―

「
国
際
貢
献
」
を
ス
ッ
パ
リ
切
っ
て

特
集
・
労
働
組
合
大
会
を
ふ
り
返
る
①

報
告
①

労
働
運
動
の
ゆ
く
え
は
政
治
に
直
結

報
告
②

連
合
と
い
う
組
合
の
三
つ
の
原
則

報
告
③

社
会
党
委
員
長
選
挙
に
露
骨
な
介
入

報
告
④

労
働
運
動
を
め
ぐ
る
実
践
的
諸
問
題

報
告
⑤
「
電
機
総
連
構
想
」
を
提
案

報
告
⑥

全
電
通
は
「
自
衛
隊
合
意
」
論
ヘ

報
告
⑦

修
正
案
、
三
八
件
受
け
入
れ
ヘ
（
日
教
組
）

報
告
⑧
「
四
・
二
八
」
問
題

中
心
に
激
し
い
論
議
（
全
逓
）

報
告
⑨

全
郵
政
は
全
逓
の
提
案
を
拒
否

◇
新
潟
党
建
協
◇
「
党
改
革
の
た
め
の
基
本
方
向
に
つ
い
て
」
の
意
見
書

資
料
ニ
ュ
ー
社
会
党
推
進
懇
談
会

自
衛
隊
を
容
認
し
、
現
実
的
改
革
と
対
応
を

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
８
０
（
一
九
九
一
年
八
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
わ
れ
わ
れ
の
護
憲
・
良
心
宣
言

原
案
修
正
、
田
辺
氏
〃
敗
北
〃
―
社
会
党
臨
時
大
会
の
意
義
と
課
題
―

資
料
１
社
会
党
沖
縄
県
本
部
「
意
見
書
」

資
料
２
社
会
党
佐
賀
県
本
部
「
意
見
書
」

資
料
３
社
会
党
福
島
県
本
部
「
意
見
書
」

資
料
４
社
会
党
宮
崎
県
本
部
「
意
見
書
」

資
料
５
社
会
党
宮
城
県
本
部
「
意
見
書
」

資
料
６
社
会
党
香
川
県
本
部
「
意
見
書
」

資
料
７

つ
ら
ぬ
け
憲
法
！
燃
え
よ
社
会
党

資
料
８

党
改
革
案
に
対
す
る
修
正
案
（
一
六
県
）

仮
説
で
考
え
る
田
辺
「
勝
利
」
の
実
像

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
８
１
（
一
九
九
一
年
九
月
一
日
）

特
集
・
ガ
ン
バ
レ
国
労
、
国
労
闘
争
団

◇
巻
頭
言
◇
国
鉄
「
分
割
・
民
営
」
か
ら
五
年
、

彼
我
の
弱
点
と
課
題
①

国
鉄
「
分
割
・
民
営

、
労
働
政
策
で
も
破
綻
―
は
じ
ま
っ
た
Ｊ
Ｒ
総
連
の
分
裂
と
迷
走
①
―

」

国
鉄
・
じ
ん
肺
・
水
俣
病
九
州
現
地
行
動
の
報
告

◇
国
労
音
威
子
府
闘
争
団
か
ら
の
報
告
◇

私
た
ち
の
闘
い
、
四
つ
の
課
題

◇
国
鉄
労
働
組
合
か
ら
の
要
請
◇

九
・
四
日
比
谷
集
会
、
一
日
行
動
に
参
加
を
！

「
全
労
協
・
労
研
セ
ン
タ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
指
向
―
労
研
セ
ン
タ
ー
第
九
回
総
会
か
ら
―

社
会
党
委
員
長
公
選
と
労
働
運
動

語
り
継
ご
う
、
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
の
心
を

№
４
８
２
（
一
九
九
一
年
九
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
鉄
闘
争
で
ま
な
び
た
た
か
う
灰
原
茂
雄

現
在
の
ソ
連
情
勢
に
つ
い
て
①

国
鉄
「
分
割
・
民
営

、
労
働
政
策
で
も
破
綻
―
は
じ
ま
っ
た
Ｊ
Ｒ
総
連
の
分
裂
と
迷
走
②
―

」

国
鉄
闘
争
・
田
畑
忍
氏
・
社
会
党

防
衛
白
書
と
「
国
民
の
自
衛
隊
」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

「
党
建
協
」
結
成
四
周
年
記
念
講
演
会
に
ご
参
加
を

№
４
８
３
（
一
九
九
一
年
九
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
自
民
党
の
支
持
基
盤
は
動
揺

国
鉄
「
分
・
民
」
か
ら
五
年
、

彼
我
の
弱
点
と
課
題
②

職
場
実
態
、
政
治
反
動
か
ら
反
撃
を
―
日
教
組
大
会
の
報
告
―

組
織
拡
大
に
活
動
を
集
中
―
国
労
新
幹
線
支
部
か
ら
の
報
告
―

「
胸
章
」
の
強
制
を
許
す
な
―
全
逓
の
仲
間
か
ら
の
報
告
―

が
む
し
や
ら
に
働
い
て
き
た
こ
の
八
ケ
月
―
国
労
博
多
闘
争
団
の
報
告
―

人
間
的
成
長
が
組
織
強
化
へ
の
第
一
歩
―
全
電
通
の
職
場
状
況
か
ら
―

社
会
主
義
と
民
主
主
義
―
現
在
の
ソ
連
情
勢
に
つ
い
て
②
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

九
・
二
五
市
民
集
会
に
ご
参
加
を
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№
４
８
４
（
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
日
）

特
集
国
労
第
五
六
回
大
会
の
紹
介
と
位
置

◇
巻
頭
言
◇
自
民
党
支
持
基
盤
は
崩
壊
の
瀬
戸
際
へ

国
鉄
「
分
・
民
」
か
ら
五
年
、

彼
我
の
弱
点
と
課
題
③

さ
あ
、
職
場
・
地
域
か
ら
、

国
労
闘
争
の
勝
利
に
む
け
闘
い
を
強
め
よ
う

資
料
１
採
用
差
別
事
件
の

早
期
全
面
解
決
を
か
ち
と
る
決
議

資
料
２
今
後
の
労
働
委
員
会
闘
争
の
展
開
に
つ
い
て
（
国
労
大
会
「
追
加
方
針

）」

資
料
３
Ｊ
Ｒ
関
係
採
用
差
別
事
件
の

早
期
解
決
に
関
す
る
要
請

資
料
４
中
労
委
会
長
総
会
発
言
要
旨

（
九
一
・
九
・
四
）

資
料
５
中
労
委
会
長
発
言
へ
の
Ｊ
Ｒ
東
の
談
話

社
会
党
の
分
裂
攻
撃
に
ふ
み
だ
す

―
連
合
の
政
治
路
線
の
動
向
に
つ
い
て
―

社
会
主
義
の
思
想
と
計
画
経
済

―
現
在
の
ソ
連
情
勢
に
つ
い
て
③

書
評
大
系
「
現
代
の
世
界
と
日
本

（
全
四
巻
）

」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
８
５
（
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
キ
ュ
ー
バ
を
売
っ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

自
衛
隊
海
外
派
兵
を
阻
止
し
、

憲
法
擁
護
の
国
民
戦
線
を

―
党
建
協
が
第
五
回
総
会
で
方
針
―

資
料
１
情
勢
の
特
徴
と
活
動
方
針
（
党
建
協
）

資
料
２
海
外
派
兵
阻
止
へ
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル

（
党
建
協
）

◇
国
労
大
会
を
傍
聴
し
て
◇

人
事
で
〃
休
会
〃
は
残
念

国
労
は
「
闘
う
方
針
」
と
「
人
事
」
を
一
体
化
せ
よ

◇
現
在
の
ソ
連
情
勢
に
つ
い
て
④
◇

激
発
す
る
民
族
問
題

―
明
日
の
ソ
連
を
予
測
す
る
東
欧
各
国
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
８
６
（
一
九
九
一
年
一
〇
月
二
一
日
）

特
集
労
働
組
合
大
会
を
ふ
り
返
る
②

◇
巻
頭
言
◇
国
労
全
国
大
会
を
終
え
て

資
料
採
用
差
別
事
件
の
年
内
解
決
に
向
け
た
決
議

九
・
二
五
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
反
対
集
会
成
功
―
院
外
大
衆
行
動
再
生
の
突
破
口
に
―

◇
労
働
組
合
大
会
を
ふ
り
返
る
②
◇

報
告
①

口
も
だ
す
が
、
金
も
票
も
だ
す
（
鉄
鋼
労
連
）

報
告
②

千
八
百
時
間
達
成
は
九
○
年
代
半
ば
（
自
動
車
）

報
告
③

社
会
覚
左
派
排
除
を
要
求
（
ゼ
ン
セ
ン
）

報
告
④

労
資
関
係
に
は
緊
張
感
が
必
要
（
造
船
重
機
）

報
告
⑤

総
評
労
働
運
動
の
伝
統
を
守
る
（
私
鉄
）

報
告
⑥

本
部
方
針
に
異
論
続
出
（
自
治
労
）

報
告
⑦

日
経
連
の
基
本
は
従
来
ど
お
り

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
８
７
（
一
九
九
一
年
一
一
月
一
日
）

◇
兵
庫
の
仲
間
か
ら
の
問
題
提
起

「
偉
大
な
実
験
」
の
中
間
的
総
括
運
動
を

「
国
労
闘
争
支
援
本
部
」
を
設
置
―
全
労
協
第
三
回
大
会
の
報
告
―

資
料
「
全
労
協
」
運
動
方
針
（
要
旨
）

◇
ソ
連
の
現
状
に
つ
い
て
⑤
◇
八
月
事
件
後
の
ソ
連

ソ
連
は
ど
こ
へ
行
く
？

私
は
田
辺
委
員
長
を
信
頼
し
な
い

資
料
２
中
労
委
に
決
断
を
せ
ま
る

秋
年
末
闘
争
行
動
計
画
（
国
労
）

№
４
８
８
（
一
九
九
一
年
一
一
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
職
場
に
民
主
主
義
は
あ
る
か

新
た
な
植
民
地
政
策
の
始
ま
り
―
中
南
米
に
み
る
帝
国
主
義
の
諸
相
―

つ
ぶ
せ
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
・
生
か
せ
、
憲
法
九
条

十
一
・
二
○
全
国
集
会
に
参
加
し
よ
う

〃
国
鉄
闘
争
〃
出
向
現
場
か
ら
の
報
告

日
の
丸
・
君
が
代
反
対
の
闘
い
の
な
か
で

旧
東
欧
社
会
主
義
圏
の
公
害
問
題

―
坂
牛
氏
の
東
欧
訪
問
記
を
読
む
―

ク
ー
デ
タ
ー
渦
中
の
ソ
連
訪
問

静
岡
県
評

「
全
労
連
」
ヘ
の
加
入
を
強
行

、

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

国
労
「
十
一
・
十
団
結
ま
つ
り
」
に
ご
参
加
を
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№
４
８
９
（
一
九
九
一
年
一
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
と
日
本
の
進
路

な
ぜ
、
い
ま
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
の
か
―
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
の
背
景
と
本
質
―

Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
反
対
、
二
つ
の
集
会
―
十
一
・
二
○
集
会
に
参
加
し
よ
う
―

◇
資
料
と
解
説
◇

〃
社
会
党
ジ
ャ
ッ
ク
〃
も
く
ろ
む

「
連
合
の
政
治
方
針
」

資
料
「
連
合
の
政
治
方
針
」
に
つ
い
て
の
答
申
①

団
結
が
よ
り
具
体
化
し
て
き
た
闘
争
団
―
国
労
北
海
道
激
励
行
動
に
参
加
し
て
―

二
年
の
闘
い
で
心
に
余
裕
―
国
労
闘
争
団
全
国
代
表
者
会
議
か
ら
―

№
４
９
０
（
一
九
九
一
年
一
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
憲
法
が
危
な
い
！
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
を
阻
止
し
よ
う

◇
資
料
と
解
説
◇
社
会
党
と
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案

資
料
１

Ｐ
Ｋ
Ｏ
問
題
に
関
す
る
見
解
（
憲
法
を
活
か
す
会
）

資
料
２

社
会
党
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
律
案
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

ぬ
く
も
り
あ
る
仲
間
づ
く
り
、
団
結
を
―
教
育
現
場
で
考
え
る
こ
と
―

◇
新
た
な
国
際
情
勢
を
考
え
る
①
◇

ア
メ
リ
カ
の
新
た
な
世
界
戦
略
と
朝
鮮
半
島

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
９
１
（
一
九
九
一
年
一
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
衆
運
動
ほ
ど
楽
し
い
も
の
は
な
い

自
立
し
た
地
区
労
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

―
第
三
回
地
域
活
動
家
交
流
討
論
集
会
―

東
京
地
域
に
お
け
る
労
働
戦
線
再
編
成
の
現
段
階

と
全
労
協
運
動
の
新
た
な
出
発

資
料
１
総
評
セ
ン
タ
ー
解
散
に
向
け
て
の
検
討
課
題

資
料
２
「
ポ
ス
ト
地
区
労
」
の
組
織
態
勢
確
立
に

あ
た
っ
て
（
東
京
地
評
セ
ン
タ
ー
）

◇
投
稿
◇
新
た
な
国
際
情
勢
を
考
え
る
②

ソ
連
・
東
欧
の
変
革
を
前
向
き
に
と
ら
え
よ
う

『
寝
た
き
り
老
人
』
の
い
る
国
い
な
い
国

―
真
の
豊
か
さ
へ
の
挑
戦
」
を
読
む
―

六
人
の
仲
間
が
国
労
に
加
入

―
組
織
拡
大
で
国
労
闘
争
勝
利
ヘ
！
―

八
％
を
中
心
に
、
二
万
円
以
上
が
連
合
の
要
求

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
９
２
（
一
九
九
一
年
一
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
運
動
方
針
案
を
読
む

前
代
未
聞
の
強
行
採
決

―
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
の
問
題
点
と
国
会
審
議
―

ヤ
マ
場
迎
え
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
と

社
会
党
を
め
ぐ
る
情
勢

中
央
と
地
方
の
ズ
レ
に
発
展
の
契
機

―
第
二
八
回
護
憲
国
民
会
議
に
参
加
し
て
―

十
一
・
二
〇
集
会
の
成
功
を

護
憲
、
社
会
党
防
衛
の
力
ヘ

求
心
力
の
拡
散
を
露
呈

―
連
合
第
二
回
大
会
の
特
徴
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り


